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(57)【要約】
【課題】光ディスク装置における動作中の電源断などの
異常に際し、光ピックアップユニット（ＯＰＵ）をディ
スクの最外周部に移動させずにディスクを緊急排出する
時、装置の厚さを増すことなく、ＯＰＵの底面が装置の
ボトムケースと干渉しないようにする。
【解決手段】ＯＰＵ１０４を支持するガイド主軸１０６
とガイド副軸１０７の４箇所の受け部で、うち３箇所は
コイルバネによる支持機構で構成してスキュー調整を行
い、残る１箇所は板バネによる支持機構で構成して、緊
急排出時にＯＰＵ１０４の底面がボトムケースと干渉す
ることを緩和する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号を記録再生するための光ピックアップユニットと、ディスク状の記録媒体を回転駆
動するためのスピンドルモータと、該スピンドルモータにより回転され前記記録媒体をク
ランプするターンテーブルと、挿入された前記記録媒体を前記ターンテーブルへクランプ
し、また前記記録媒体を前記ターンテーブルからクランプ解除して装置の外部へ排出する
スロットローディング機構と、前記スピンドルモータとターンテーブルを回転自在に上下
動する第１の移動機構と、前記光ピックアップユニットを支持するガイド主軸とガイド副
軸を有するスキュー調整機構と、前記光ピックアップを前記記録媒体上の所定の場所に位
置させるための第２の移動機構と、外装ケースとを有する光ディスク装置において、
　前記スキュー調整機構は、前記光ピックアップユニットの位置に係わらず、前記記録媒
体をターンテーブルにクランプされた状態から装置の外部へ排出する緊急排出をする際に
、前記光ピックアップユニットと前記外装ケースとの干渉を緩和する機構を有したことを
特徴とする光ディスク装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光ディスク装置において、前記スキュー調整機構の有する前記ガイド
主軸とガイド副軸の計４箇所の軸受け部に、バネ部材による支持機構を設けたことを特徴
とする光ディスク装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の光ディスク装置において、前記支持機構のうち３箇所のバネ部材はコ
イルバネであり、残る１箇所のバネ部材は板バネであることを特徴とする光ディスク装置
。
【請求項４】
　請求項３に記載の光ディスク装置において、バネ部材がコイルバネである前記３箇所の
支持機構により、前記スキュー調整を行うことを特徴とする光ディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はコンピュータシステムなどの情報機器、ＤＶＤ(Digital Versatile Disk)カメ
ラ／レコーダ、ＢＤ(Blu-ray Disk)カメラ／レコーダなどの録画機器の記録媒体として用
いる光ディスクをドライブする、光ディスク装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ（以下ＰＣ）、ＤＶＤカメラ／レコーダ、ＢＤカメラ／レコー
ダなどに搭載される光ディスク装置においては、近年薄型化が進んでいる。従来この装置
で記録再生動作を行うために、ＤＶＤ、ＢＤをはじめとする光ディスクをローディングす
る方法としては、ディスクトレイに乗せて出入りさせるトレイ式が多かった。
【０００３】
　しかしＰＣやカメラ／レコーダの小型化と薄型化の要求に光ディスク装置も対応するた
め、近年はトレイを使わないスリムスロット式が多くなってきた。これはユーザが光ディ
スクの大部分を装置前面のスロット部に挿入すると、装置のローディング機構が作動し、
光ディスクを内部へ案内し、その中心がスピンドルモータの軸中心と略一致する位置でス
ピンドルモータを持ち上げ、スピンドルモータと一体のターンテーブルへクランプするも
のである。この動作が行われる間、光ピックアップユニット（以下ＯＰＵ）は光ディスク
の最外周側に退避して、ローディング動作に支障をきたさないようにしている。
【０００４】
　この装置では動作中の電源切断などの異常時に備えて、動作中に光ディスクを緊急排出
するための機構、いわゆるエマジェンシーイジェクト機構が必要である。排出に際しては
逆にスピンドルモータを降ろすが、この時ＯＰＵの位置によっては動作に支障をきたすこ
とになる。特許文献１ではこれを解決するべく、動作コマンドが一定時間以上来ない場合
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、電源が切替った場合などに、ＯＰＵを最外周に移動させたイジェクト準備状態にして、
緊急排出を可能にする方法などが開示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１９０５４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来は緊急排出の際にＯＰＵを移動させることが多い。しかし排出を素早く行うために
は、たとえばＯＰＵを最外周まで移動させずに行うことが望ましい。またその際には装置
の薄型化を阻まないような方法が望ましい。
【０００７】
　本発明の目的はこれらの課題を解決し、ＯＰＵを最外周に移動させなくとも緊急排出が
可能であり、またそのために厚さが増加することのない光ディスク装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため本発明は、信号を記録再生するための光ピックアップユニット
と、ディスク状の記録媒体を回転駆動するためのスピンドルモータと、該スピンドルモー
タにより回転され前記記録媒体をクランプするターンテーブルと、挿入された前記記録媒
体を前記ターンテーブルへクランプし、また前記記録媒体を前記ターンテーブルからクラ
ンプ解除して装置の外部へ排出するスロットローディング機構と、前記スピンドルモータ
とターンテーブルを回転自在に上下動する第１の移動機構と、前記光ピックアップユニッ
トを支持するガイド主軸とガイド副軸を有するスキュー調整機構と、前記光ピックアップ
を前記記録媒体上の所定の場所に位置させるための第２の移動機構と、外装ケースとを有
する光ディスク装置であって、前記スキュー調整機構は、前記光ピックアップユニットの
位置に係わらず、前記記録媒体をターンテーブルにクランプされた状態から装置の外部へ
排出する緊急排出をする際に、前記光ピックアップと前記外装ケースとの干渉を緩和する
機構を有したことを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ＯＰＵを装置の最外周に移動させなくともディスクの緊急排出が可能
となり、さらには薄型で小型軽量なＰＣ、カメラ／レコーダの実現に寄与することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について図面を用いながら説明する。
【００１１】
　図１はスリムスロットイン式の光ディスクドライブの外観斜視図であり、（ａ）はトッ
プケースを除いた状態を、（ｂ）はそのうちスピンドルモータ、ターンテーブル、ＯＰＵ
などを搭載したフィーディングメカとよばれる部分を示す。図１（ａ）においては光ディ
スク１００がスロット１０１から挿入され、ターンテーブル１０２にクランプされた状態
を示している。内部の部品が概観できるよう光ディスク１００は、仮に透明なものとして
いる。スピンドルモータ１０３の回転により、ターンテーブル１０２にクランプされた光
ディスク１００は回転する。ＯＰＵ１０４はスライドモータ１０５の回転に伴い、ガイド
主軸１０６とガイド副軸１０７に沿って光ディスク１００の径方向に移動し、指示された
位置で情報の記録再生を行う。前記したとおり、光ディスク１００を挿入しターンテーブ
ル１０２にクランプするまでのローディング時、またその逆の動作を行うアンローディン
グ時には、ＯＰＵ１０４は光ディスクの最外周部、すなわち図１のスロット１０１寄りに
退避させるのが一般的である。
【００１２】
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　インサートローラ１０８Ａを搭載したインサートアーム１０８、イジェクトローラ１０
９Ａを搭載したイジェクトアーム１０９、ディスクローラ１１０Ａを搭載したディスクレ
バー１１０は、光ディスク１００をローディングないしアンローディング（イジェクト）
を行うための構成要素である。インサートローラ１０８Ａはローディング時にインサート
アーム１０８に駆動されて、光ディスク１００の外周側面を押して装置の内側方向へ挿入
移動させ、ローディング完了時には光ディスク１００の外周側面に当接して支持する。イ
ジェクトローラ１０９Ａは、やはり光ディスクのローディング完了時に光ディスク１００
外周側面に当接して支持し、アンローディング時にはイジェクトアーム１０９に駆動され
て、光ディスク１００の外周側面を押して装置の外側方向へ排出移動させる。ディスクロ
ーラ１１０Ａはローディング時にディスクレバー１１０に駆動されて、光ディスク１００
の外周側面に当接して支持するとともに、一定の位置以上に移動変位させないようにする
。
【００１３】
　ローディング時にはこれらのローラにより支持された光ディスク１００は、その中心が
ターンテーブル１０２の中心と略一致するように位置決めされるため、その後ターンテー
ブル１０２とスピンドルモータ１０３が上昇して、ターンテーブル１０２へクランプされ
る。アンローディング時には逆にターンテーブル１０２とスピンドルモータ１０３が下降
して、光ディスク１００はクランプ解除される。
【００１４】
　次にＯＰＵ１０４のスキュー調整機構について説明する。スキュー調整とはＯＰＵ１０
４が光ディスク１００に正しく対向するように、三次元的な取り付け角度をあらかじめ調
整するものである。これにつき図２を用いて述べる。
【００１５】
　図２は図１（ｂ）で示したフィーディングメカの底面図である。（ａ）はスピンドルモ
ータ１０３がある場合、（ｂ）はこれを除去した場合を示す。図中の両方向の矢印は光デ
ィスクがローディング、アンローディング時に移動する方向を示す。ＯＰＵ１０４は前記
したとおり、ガイド主軸１０６とガイド副軸１０７により両側から保持され、図面の上下
方向へ移動する。ガイド主軸１０６の図面上で上側の一端とガイド副軸１０７の両端には
、コイルバネを有し高さ調整を行うためのネジ１１１ａ～ｃが設けられている。製造時に
このネジを各々最適な位置で固定することにより、前記したスキュー調整をすることがで
きる。コイルバネを用いているため、スキュー調整後の状態においてもガイド主軸１０６
、ガイド副軸１０７に外力が加われば、ＯＰＵ１０４の向きは変化する。
【００１６】
　前記三箇所の調整をすれば、三次元的な取り付け角度を任意に設定できるため、従来は
ガイド主軸１０６の図面上で下側の一端は固定されており、上記のような調整機構を有さ
ない。
【００１７】
　本実施例においては、このスキュー調整機構がディスクの緊急排出に際してＯＰＵとボ
トムケースとの干渉を緩和し、装置の薄型化を阻むことなく緊急排出を実現することを特
徴としている。特に図２におけるガイド主軸１０６の図面上で下側の一端に、たとえば板
バネ１１１ｄを設けてガイド主軸１０６の先端のレバー１１２と接する構成とし、ここで
もＯＰＵ１０４とスピンドルモータ１０３の高さ関係を変化できるようにしている。この
ため、後記するようにＯＰＵ１０４がディスクの最外周側にない状態での緊急排出を、光
ディスクドライブの厚さを増すことなく実現できる効果を有する。以下、これについて図
３から図５を用いて説明する。
【００１８】
　図３は図２（ａ）のフィーディングメカの底面側を、右斜め方向から示した斜視図であ
る。このうち丸印で囲いＡと記した、ガイド主軸１０６の図面上で下側部分の拡大図を図
３（ｂ）で示す。ガイド主軸１０６の先端にあるレバー１１２には、板バネ１１１ｄによ
り装置の底面方向への力が加わり平衡している。
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【００１９】
　図４は図２（ａ）のフィーディングメカの底面側を、右下斜め方向から示した斜視図で
ある。図４（ａ）は光ディスクの緊急排出を行っていない通常の状態であり、図４（ｂ）
は緊急排出動作時の状態である。
  前者の状態においては特にＢと記した拡大図で示すように、レバー１１２は板バネ１１
１ｄに押されて図面上で上側、すなわち装置では底面側に位置している。また、図示する
ようにＯＰＵ１０４は搭載する部品の関係で、その底面がスピンドルモータ１０３の底面
よりも、装置の底面側にあるのが一般的である。
  後者の緊急排出時においては、光ディスクのターンテーブルへのクランプを外すため、
スピンドルモータ１０３は装置の底面側、図４では図面上で上側へ移動する。この際、本
実施例においては特にＣと記した拡大図で示すように、板バネ１１１ｄとレバー１１２を
押上げ、新たな点で平衡する。この時ＯＰＵ１０４は板バネ１１１ｄで押上げられるため
、その装置の底面側への移動量はスピンドルモータ１０３のそれよりも少なくできる。
【００２０】
　これに対して、本実施例のようなレバー１１２と板バネ１１１ｄによる機構がなく、ガ
イド主軸１０６の図面上で下側の一端が固定されている従来の場合は、当然ながらＯＰＵ
１０４とスピンドルモータ１０３は一体で移動するため、ＯＰＵ１０４の底面が装置の底
面のたとえばボトムケースなどに干渉するおそれがある。
【００２１】
　このＯＰＵとボトムケースとの干渉の問題につき図５を用いて説明する。図５（ａ－１
）と（ａ－２）は光ディスクドライブの上側から見た平面図であり、（ｂ－１）と（ｂ－
２）はその右側から見た側面図である。（ａ－１）（ｂ－１）は通常のローディングない
しアンローディング時、（ａ－２）（ｂ－２）は、緊急排出時の状態を示す。なお光ディ
スクとボトムケースは図示していない。
【００２２】
　通常のローディングないしアンローディングにおいては、（ａ－１）に示すようにＯＰ
Ｕ１０４は光ディスクの最外周側、図面上で下側に位置している。このためスピンドルモ
ータとターンテーブル１０２が装置の底面側に移動した場合でも、ＯＰＵ１０４の底面側
への移動量は少ない。このため（ｂ－１）に示すように、ＯＰＵ１０４などの構成要素が
装置の底面側へ突出して、ボトムケースと干渉する問題は少ない。
【００２３】
　一方、（ａ－２）に示すようにＯＰＵ１０４が光ディスクの内周側に位置した状態で緊
急排出時を行う場合、スピンドルモータ１０３とターンテーブル１０２が装置の底面側に
移動する際に、たとえば（ｂ－２）で特にＤと記した拡大図で示すように、前記したとお
りＯＰＵ１０４の底面が装置の底面側へ突出する。ボトムケースとの干渉を防ぐためには
、装置の厚さをこの突出する分も含めて決める必要がある。これは小型、薄型化を実現す
るうえで障害となる。
【００２４】
　前記したように本実施例によれば、緊急排出時においてＯＰＵ１０４の装置の底面側へ
の移動量を低減できるため、この突出を低減ないしなくすることができ、またボトムケー
スとの干渉の問題を解決でき、光ディスクの小型、薄型化に寄与することができる。
【００２５】
　なお本発明は、以上述べた実施例に限定されるものではない。たとえば構成要素１１１
ａ～ｃはコイルバネを有するネジとし１１２は板バネとしたが、同様の作用を有する他の
ものであって良い。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】（ａ）は光ディスクドライブの外観を示す斜視図、（ｂ）はそのうちフィーディ
ングメカの斜視図である。
【図２】は本実施例におけるフィーディングメカの底面図である。
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【図３】は本実施例におけるフィーディングメカの斜視図である。
【図４】は本実施例におけるフィーディングメカの斜視図である。
【図５】（ａ－１）と（ａ－２）は光ディスクドライブの平面図、（ｂ－１）と（ｂ－２
）は側面図である。
【符号の説明】
【００２７】
　１００・・・光ディスク
　１０２・・・ターンテーブル
　１０３・・・スピンドルモータ
　１０４・・・光ピックアップユニット（ＯＰＵ）
　１０６・・・ガイド主軸
　１０７・・・ガイド副軸
　１１１ｄ・・板バネ
　１１２・・・レバー。

【図１】 【図２】
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【図５】
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